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船橋競馬経営計画策定に伴う調査等業務委託 

提案仕様書 
 

１ 適用範囲 

   本仕様書は、千葉県競馬組合（以下「甲」という。）が発注する「船橋競馬

経営計画策定に伴う調査等業務」（以下「業務」という。）の企画提案募集及

び委託に付す場合において適用される主要事項を示すものである。 

この仕様書は業務の大要を示すものであり、最終的な業務委託仕様書（契

約書に添付するもの）は受託者（以下「乙」という。）決定後、協議の上、甲

が作成する。 

 

２ 業務の目的 

船橋競馬が将来にわたって、安定した経営を継続していくとともに、競馬フ

ァンにとって魅力的なレクリエーションの場となる指針としての経営計画（以

下「計画」という。）の策定のための調査分析・支援等を行う。 

 

３ 委託期間 

  契約締結日から平成３１年１月３１日まで 

 

４ 計画期間 

  平成３１年度から平成３５年度まで 

 

５ 委託業務内容 

  計画の策定に係る必要な調査分析を行うとともに、甲の計画策定にかかる作

業の支援をすること。 

 （１）甲の経営目標に対する支援 

   ア 経営指標等に基づき現在の船橋競馬の経営分析をすること。 

   イ 甲の経営目標の設定にあたって、作成支援をすること。 

   ウ 経営目標を達成するための施策の提案をすること。 

エ 競馬の公正確保、競馬組合職員・競馬関係者の人材の質の向上、強い

馬の育成等、船橋競馬の運営に対し、提案・助言をすること。 

（２）甲の収支見通しに対する支援 

ア 甲の収支見通しの作成にあたって、作成支援をすること。 

イ 収支見通しの諸条件、推計結果等が適正であるか検証すること。 

ウ 収支見通しは、平成３１年度から１０年間を推計する。 

（３）甲が提案した施設整備の複数案の比較検討 

甲の施設整備案に対し、専門的な見地から比較検討した結果を提出する 

こと。 

  なお、施設の整備スケジュールについては、前記４の計画期間にとらわ

れない。 

   ア 比較検討する項目等 

   （ア）施設整備案にかかる概算工事費、整備スケジュール、問題点 

   （イ）計画期間内の売上金及び来場者数を想定し、コスト面での比較 

   （ウ）施設整備をイメージした配置図及びパース図の作成 
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イ 検討する施設整備の案 

（ア）Ａ案 

耐震性能が不足している第１期スタンドの解体等を中心とした必要

最低限の再整備の案 

（イ）Ｂ案 

第１期スタンドの解体等に加え、老朽化した第２期スタンド及び第

３期スタンド等の再整備も含めた案 

   （ウ）Ｃ案 

      きゅう舎地区（習志野きゅう舎を除く）も含めた船橋競馬場全体の

再整備の案 

   （エ）その他の案 

      その他、乙が提案する案    

（４）経営計画検討会議（以下「会議」という。）の運営支援 

   ア 千葉県、船橋市、習志野市及び有識者で構成する会議の運営支援を行うこ

と。 

     なお、会議の開催回数は３回以上を予定すること。 

  イ 甲と協議のうえ、有識者を２名程度選定し、会議参加の折衝を行うこと。 

ウ 有識者の報酬・交通費は本経費から支出すること。 

  （構成団体所属の者は除く。） 

エ 審査会の庶務は、甲において処理する。 

（５）調査資料等の提出 

  ア 本業務の成果品として、下記の調査資料等を提出すること。 

（ア）経営分析・経営目標に係る調査資料 

   （イ）収支見通しに係る調査資料 

   （ウ）船橋競馬の運営に係る提案・助言を取りまとめた報告書 

（エ）施設整備を比較検討した報告書 

  イ 印刷物は、１０部とし、製本したものに限らず、ホチキス止めなど簡易な

形式でもよい。電子データは、甲で印刷及び編集が可能なファイル形式とす

る。 

  ウ 施設整備を比較検討した報告書の配置図及びパース図は、カラーとする。 

（６）独自提案 

   計画の策定に当たり独自の調査・支援等を提案すること。 

 

６ 委託金額の上限 

   ２０，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

   ※上記委託金額は、平成３０年２月競馬議会において、平成３０年度当初

予算が成立したことを前提としたものである。このため、予算不成立の

場合は、契約を締結しないことがある。その場合も、本企画提案への参

加に要した経費は企画提案者の負担とする。 

   ※委託料の支払い方法は、原則として精算払いとする。 

 

７ 業務の実施 

   委託業務の実施にあたっては、乙は甲と必要な協議及び打ち合わせを行い 

その指示に従い、誠実に業務を進めるものとする。 
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８ 報告 

業務完了の際には、業務完了報告書を提出するものとする。 

 

９ 業務実施体制 

本業務を実施するに当たり、乙は、甲の意図及び目的を十分理解した上で、

経験のある職員を配置し、かつ適切な人員を配置した体制を構築すること。 

 

１０ 経費 

  本業務の実施に係る一切の経費は、委託料に含むものとする。 


